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第３１２回 所長会議議事要録 

  

日   時  令和４年６月２９日（水）１３：３０～１４：５０ 

  

場   所  研究本館 小林ホール ＋ ウェブ（Zoom）併用  

  

出 席 者  

【構成員】 山内機構長、足立理事、内丸理事、岡田理事、幅理事、齊藤素粒子原子核研究所長、

小杉物質構造科学研究所長、小関加速器研究施設長、波戸共通基盤研究施設長、 

小林J-PARCセンター長（東海キャンパス所長） 

【オブザーバー】   住 監事、辻監事、羽澄量子場計測システム国際拠点長、山本DX推進室副室長 

【管理局等】    五味田総務部長、阿部財務部長、永木研究協力部長、外山施設部長、幸田参事役、 

柴沼参事役、圷監査室長、櫻井人事労務課長、仲島情報基盤管理課長、横山主計課長、

長谷川経理課長、土田契約課長、岡田研究協力課長、丹生国際企画課長、 

佐藤施設企画課長、若林整備管理課長、柴原東海管理課長、日下田福利厚生室長、 

根本決算室長、岩見外部資金室長、島根共同利用支援室長、河西QUP業務推進室長、 

山口国際プロジェクト推進室長、鈴木資産マネジメント室長ほか 

 

配付資料  

 １．第311回所長会議議事要録（案） 

 ２．特定有期雇用職員の雇用計画・公募について（物構研・特別助教1名・PF） 

 ３．特定有期雇用職員の雇用計画・公募について（物構研・特別助教1名・中性子） 

 ４．教員公募（物構研・特任助教1名・中性子） 

 ５．改正個人情報保護法に基づく個人情報の開示・訂正等に関する規則等の改正について 

 ６．旅費調整基準の一部改正について 

 ７．（席上配付あり）「量子場計測システム国際拠点（QUP）に係る給与設定の考え方」について 

 ８．東海キャンパスエックス線装置等取扱規則の一部改正について 

 ９．東京大学、KEK並びにスペイン科学イノベーション省との間のハイパーカミオカンデ実験の建設 

   に関する協定書 

 10．（別途配信）新潟大学とのクロスアポイントメントの実施について（素核研（実験）） 

 11．（別途配信）学術研究フェローの雇用計画について（素核研（実験）・特定人事・特任教授・ 

新潟大クロアポ） 

 12．（別途配信）特定有期雇用職員の雇用計画について（物構研・特定人事・特別事務専門職1名・ 

放射光二系） 

 13．Microsoft 365 ライセンスの第一期配布計画 

 14．Microsoft 365 利用規則（案)  

  

議 事  

【１】第311回議事要録の確認について  

 資料１のとおり了承された。 
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【２】協議  

（１）特定有期雇用職員の雇用計画・公募について（物構研・特別助教1名・PF）  

 小杉所長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（２）特定有期雇用職員の雇用計画・公募について（物構研・特別助教1名・中性子）  

 小杉所長から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（３）教員公募（物構研・特任助教1名・中性子）  

 小杉所長から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（４）改正個人情報保護法に基づく個人情報の開示・訂正等に関する規則等の改正について  

 足立理事から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（５）旅費調整基準の一部改正について  

 内丸理事から、資料６に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（６）「量子場計測システム国際拠点（QUP）に係る給与設定の考え方」について  

  岡田理事及び羽澄量子場計測システム国際拠点長から、資料７に基づき説明があり、審議の結果、

資料のとおり了承された。委員から、外国人に関して給与で折り合いが付かず採用できなかった事例

はあるのか、との質問があり、カウンターオファーで引っ張り合いをしたケースはあるが、拠点の良

さをアピールすることにより説得し、他よりも低い給与でも採用に成功しており、現在のところ事例

はない旨、説明があった。 

また、山内機構長から、説明責任は果たす必要があるとのコメントがあり、給与で特別な措置をし

て採用した場合には、直近の所長会議においてクローズドで、拠点長から、採用者氏名・職・給与条

件・理由を報告事項とする旨、説明があった。 

（７）東海キャンパスエックス線装置等取扱規則の一部改正について  

 小林東海C所長から、資料８に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（８）東京大学、KEK並びにスペイン科学イノベーション省との間のハイパーカミオカンデ実験の建設に関す 

  る協定書  

 岡田理事から、資料９に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

 

＜協議事項（９）～（11）はクローズド協議＞ 

（９）新潟大学とのクロスアポイントメントの実施について（素核研（実験））  

 齊藤所長から、資料10に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（10）学術研究フェローの雇用計画について（素核研（実験）・特定人事・特任教授・新潟大クロアポ） 

 齊藤所長から、資料11に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（11）特定有期雇用職員の雇用計画について（物構研・特定人事・特別事務専門職1名・放射光二系）  

 小杉所長から、資料12に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

 

【3】報告 

（１）MS365ライセンス配布について  

足立理事及び山本DX推進室副室長から、資料13に基づき報告があった。委員より、チーム見直しの

可否と第二期以降のスケジュールについて質問があり、初期情報として組織単位のチーム分類として

いるため、その中で適宜見直し可能であり、スケジュールについては明確には定まっていないが、な

るべく早めに対応したい旨、説明があった。 
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また、山内機構長から、７月に予定されている説明会においては、素人でも理解できるような説明

の工夫と、説明会後の確認が可能となるようアーカイブ配信対応についてコメントがあった。 

（２）MS365利用規則について  

 仲島情報基盤管理課長から、資料14に基づき報告があった。 

 

【4】その他 

（１）海外渡航帰国後の機構入構について 

幅理事から、最近の海外渡航に関連した陽性者増加を踏まえ、感染リスク軽減の観点から当面、機

構への入構に関する取扱いを一部変更する旨、説明があった。 

 

                                              以上 

 


